
新
幹
線
地
本
は
１
月
８

日
、
大
井
町
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
で
２
０
１
７
年
新
春
旗

開
き
を
開
催
し
ま
し
た
。

成
田
委
員
長
は
挨
拶
で

「
昨
１
年
間
の
闘
い
の
最
大

の
成
果
は
、
不
当
な
ボ
ー
ナ

ス
カ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
勝
ち
取
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
結
成
以
降

毎
回
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
攻

撃
だ
が
、
新
幹
線
地
本
の
み

な
ら
ず
Ｊ
Ｒ
東
海
労
組
織
全

体
で
闘
い
続
け
て
き
た
成
果

だ
。
国
鉄
改
革
か
ら

年
の

30

節
目
の
年
、
会
社
は
リ
ニ
ア

建
設
の
財
源
確
保
の
た
め
、

さ
ら
な
る
攻
撃
を
か
け
て
く

る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
昨
年

末
、
新
幹
線
乗
務
員
の
乗
組

基
準
変
更
と
い
う
大
幅
要
員

静
岡
地
本
は
１
月

日
、

12

静
岡
労
政
会
館
で
２
０
１
７

年
新
春
旗
開
き
を
開
催
し
ま

し
た
。

植
松
委
員
長
は
、
年
頭
所

感
で
「
昨
年
の
年
末
手
当
で

組
合
員
の
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
会
社
か

ら
の
組
織
破
壊
攻
撃
を
跳
ね

返
し
た
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
闘
い

の
成
果
を
、
全
体
で
確
認
し

よ
う
。
結
成

年
が
経
過
し
、

25

気
持
ち
を
新
た
に
Ｊ
Ｒ
総
連

春
闘
と
３
月
９
日
の
控
訴
審

勝
利
に
向
け
て
、
自
己
を
強

化
し
つ
つ
組
織
拡
大
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
職
場
か
ら
奮

闘
し
よ
う
。
反
戦
・
平
和
・

反
核
・
反
原
発
・
ノ
ー
リ
ニ

ア
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
闘

い
を
推
し
進
め
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

名
古
屋
地
本
１
月

日
、
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金
山
・
ア
ビ
タ
ン
で
２
０
１

７
年
新
春
旗
開
き
を
開
催
し

ま
し
た
。

山
田
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
世
界
情
勢
は
１
９
２
０
年

と
酷
似
し
て
き
て
い
る
。
ト

ラ
ン
プ
米
新
大
統
領
は
孤
立

主
義
を
全
面
に
推
し
出
し
て

い
る
こ
と
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

台
頭
な
ど
が
そ
の
例
だ
。
国

内
で
も
安
倍
政
権
の
暴
走
は

止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な

い
。
そ
う
い
っ
た
混
沌
と
し

た
状
況
の
中
で
、
平
和
を
守

る
闘
い
を
全
て
の
仲
間
た
ち

と
連
帯
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

春
の
闘
い
を
し
っ
か
り
闘
っ

て
い
く
」
と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
小
林

委
員
長
、
本
部
越
坂
業
務
担

当
部
長
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
東

海
地
本
細
川
委
員
長
、
名
古

屋
地
本
Ｏ
Ｂ
会
原
会
長
、
楠

達
男
関
ヶ
原
町
議
会
議
員
、

新
幹
線
関
西
地
本
は
１
月

９
日
、
西
町
甲
東
会
館
で
２

０
１
７
年
新
春
旗
開
き
を
開

催
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
小
林
委
員
長

の
年
頭
所
感
で
始
ま
り
、
本

部
委
員
長
を
は
じ
め
多
く
の

来
賓
か
ら
挨
拶
を
受
け
ま
し

た
。
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
ゼ
ロ
、

出
向
先
を
含
め
た
労
働
条
件

改
善
の
闘
い
等
の
成
果
と
、

今
年
も
昨
年
以
上
に
奮
闘
し

て
い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認

し
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
聞
う
ず
み
火

の
矢
野
代
表
よ
り
講
演
と
し

て
、
改
憲
に
む
け
た
現
状
に

つ
い
て
問
題
提
起
を
受
け
ま

し
た
。

第
二
部
で
は
、
各
分
会
か

ら
今
年
１
年
間
の
闘
う
決
意

表
明
を
行
い
ま
し
た
。
「
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
移
転
は

メ
リ
ッ
ト
が
無
い
。
社
員
の

声
を
集
め
改
善
し
て
い
き
た

い
」
「
出
向
先
の
諸
問
題
、

労
働
条
件
の
改
善
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
」
「
来
年
度

は
大
卒
社
員
が
増
え
る
が
、

年
配
者
へ
の
期
待
が
ま
だ
あ

る
。
存
在
感
を
発
揮
し
て
い

く
」
「
憲
法
改
悪
に
反
対
し

て
い
く
。
社
員
の
遅
刻
で
会

社
は
、
ス
ー
ツ
通
勤
で
な
い

の
が
原
因
と
し
た
こ
と
は
お

か
し
い
」
「
本
人
訴
訟
の
成

果
は
厳
し
い
議
論
の
結
果
、

諦
め
た
ら
駄
目
。
生
駒
山
平

和
研
修
を
成
功
さ
せ
て
い
こ

う
」
「
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
ゼ

ロ
の
勝
利
を
確
認
。
車
掌
の

効
率
化
、
職
場
か
ら
し
っ
か

り
反
対
し
て
い
く
」
な
ど
の

決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
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２
０
１
７
年
を
職
場
か
ら
闘
お
う
！

各
地
本
が
新
春
旗
開
き
を
開
催

削
減
を
提
案
し
て
き
た
。
労

働
強
化
・
賃
金
抑
制
を
許
さ

な
い
闘
い
を
職
場
か
ら
、
他

労
組
・
関
連
会
社
の
労
働
者

に
も
働
き
か
け
な
が
ら
強
化

し
て
い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。講

演
と
し
て
、
リ
ニ
ア
・

市
民
ネ
ッ
ト
代
表
の
川
村
晃

来
賓
と
し
て
本
部
小
林
執

行
委
員
長
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
渥

美
副
会
長
よ
り
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。
続
い
て
、
磐
田
市

議
会
議
員
・
虫
生
（
む
し
ゅ

う
）
時
男
氏
よ
り
平
和
の
取

生
慶
応
大
学
名
誉
教
授
よ
り

「
文
明
論
か
ら
リ
ニ
ア
を
考

え
る
」
と
題
し
、
問
題
提
起

を
受
け
ま
し
た
。
「
よ
り
早

く
便
利
で
あ
れ
ば
よ
り
幸
せ

だ
と
本
当
に
感
じ
ら
れ
る
の

か
？
ス
ピ
ー
ド
化
に
よ
っ
て

仕
事
も
生
活
も
ま
す
ま
す
苦

し
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
問
題
点
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。

り
組
み
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
元
Ｊ
Ｒ
東
海
労
本
部
執

行
委
員
長
の
伊
藤
明
男
さ
ん

よ
り
、
組
織
強
化
・
拡
大
、

出
向
先
会
社
で
の
闘
い
な
ど

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
加
藤
営
業

担
当
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｏ
Ｂ
の
戸
田
さ

ん
よ
り
講
演
と
し
て
、
今
日

ま
で
の
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
闘

い
、
平
和
を
守
る
た
め
奮
闘

し
て
い
る
人
た
ち
と
の
交
流

な
ど
、
自
ら
の
実
践
を
通
じ

た
闘
い
に
踏
ま
え
た
問
題
提

起
を
受
け
ま
し
た
。

新
幹
線
地
本

静
岡
地
本

名
古
屋
地
本

新
幹
線
関
西
地
本



Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
１
月
21

日
、
名
古
屋
市
で
全
分
会
代

表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
昨
年
の

闘
い
の
報
告
と
第

回
定
期

30

中
央
委
員
会
に
提
起
す
る
方

針
の
柱
を
意
思
統
一
す
る
た

め
に
開
催
し
ま
し
た
。

本
部
か
ら
の
報
告
と
問
題

提
起
は
、
①
２
０
１
７
Ｊ
Ｒ

総
連
春
闘
に
向
け
て
、
②
効

率
化
に
抗
す
る
闘
い
、
③
組

織
強
化
・
拡
大
、
④
国
鉄
改

革

年
の
現
実
と
課
題
、
⑤

30
不
当
な
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
を

跳
ね
返
す
闘
い
の
成
果
と
教

訓
、
⑥
そ
の
他
に
つ
い
て
行

い
ま
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
連
合
の

春
闘
方
針
を
基
軸
に
打
ち
出

し
た
Ｊ
Ｒ
総
連
の
考
え
方
と

Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
考
え
方
、
②

に
つ
い
て
は
、
東
海
道
本
線

の
駅
営
業
体
制
の
見
直
し

会
社
は
組
合
に
何
の
説
明

を
す
る
こ
と
な
く
、
一
部
の

職
場
に
「
休
日
指
定
予
定
日

公
表
の
廃
止
に
つ
い
て
」
と

い
う
掲
示
を
掲
出
し
ま
し

た
。
休
日
の
指
定
予
定
日
の

公
表
は
、
社
員
に
と
っ
て
翌

月
の
生
活
の
計
画
を
立
て
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

現
場
で
働
く
社
員
は
、
休
日

指
定
予
定
日
の
公
表
を
望
ん

で
い
ま
す
。

本
部
は
、
掲
示
が
掲
出
さ

れ
た
直
後
、
本
社
に
対
し
「
本

社
・
本
部
間
で
説
明
す
べ
き

だ
」
と
抗
議
し
ま
し
た
。
本

社
は
「
施
策
の
変
更
で
は
な

い
の
で
必
要
が
な
い
」
と
見

解
を
示
し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ

東
海
労
か
ら
の
解
明
に
は
答

え
る
と
し
ま
し
た
。

本
部
は
１
月

日
、
以
下

12

の
内
容
で
「
休
日
指
定
予
定

日
公
表
の
廃
止
」
に
関
す
る

申
し
入
れ
（
『
申
第

号
』
）

16

を
提
出
し
ま
し
た
。

①
労
働
組
合
と
事
前
に
協

議
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

新
幹
線
鉄
道
事
業
本
部
お

よ
び
関
西
支
社
は
昨
年

月
12

日
の
業
務
委
員
会
で
、「
新

21幹
線
車
内
業
務
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
提
案
し
、
「
業
務

体
制
の
見
直
し
」
「
車
掌
と

パ
ー
サ
ー
の
基
準
乗
り
組
み

数
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
会

社
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
こ
の
件

は
労
働
条
件
の
改
訂
に
関
す

る
こ
と
で
あ
り
、
団
体
交
渉

乗
務
員
分
科
会
は
昨
年
12

月

日
、
第

回
定
期
委
員

12

23

会
を
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
で
開

催
し
ま
し
た
。

発
言
で
は
、
ボ
ー
ナ
ス
カ

ッ
ト
ゼ
ロ
、
要
員
問
題
、
専

任
社
員
の
労
働
条
件
、
労
務

管
理
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
は
以
下
の
通
り
、
選

出
し
ま
し
た
。
会
長
：
広
瀬

哲
也
（
新
幹
線
地
本
）
、
副

会
長
：
梶
田
睦
則
（
新
幹
線

関
西
地
本
）
、
鈴
木
直
（
静

岡
地
本
）
、
事
務
長
：
太
田

恒
和
（
名
古
屋
地
本
）

新
幹
線
地
本
成
田
委
員
長

の
不
当
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
本

人
訴
訟
の
第
７
回
口
頭
弁
論

が
開
催
さ
れ
、
結
審
し
ま
し

た
。
成
田
委
員
長
は
、
裁
判

の
証
人
尋
問
で
、
ボ
ー
ナ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

見
学
会
終
了
後
は
、
駅
近

く
の
居
酒
屋
で
懇
親
会
を
開

催
し
、
京
都
グ
ル
メ
を
味
わ

い
な
が
ら
、
鉄
道
の
話
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

（２）第３８２号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１７年（平成２９年）２月１日

や
、
新
幹
線
車
掌
の
基
準
乗

り
組
み
に
対
す
る
問
題
、
⑤

に
つ
い
て
は
、
ボ
ー
ナ
ス
カ

ッ
ト
ゼ
ロ
を
勝
ち
取
っ
た
こ

の
間
の
闘
い
を
提
起
し
、
各

課
題
に
つ
い
て
全
体
で
確
認

し
ま
し
た
。

分
会
代
表
者
か
ら
は
、
職

場
で
の
闘
い
、
職
場
に
お
け

る
問
題
、
問
題
提
起
に
対
す

る
補
強
意
見
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
発
言
は
、

定
期
中
央
委
員
会
の
方
針
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

②
休
日
指
定
予
定
日
を
導

入
し
た
経
緯
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

③
職
場
に
よ
っ
て
廃
止
す

る
に
至
っ
た
経
緯
は
何
か
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

の
開
催
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
、
本
社
か

ら
本
部
に
対
し
て
団
体
交
渉

の
開
催
は
お
ろ
か
、
説
明
す

ら
未
だ
全
く
な
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

本
部
は
１
月

日
、
「
新

12

幹
線
車
掌
業
務
見
直
し
に
関

す
る
団
体
交
渉
開
催
の
申
し

入
れ
」
（
『
申
第

号
』
）
を

15

提
出
し
、
早
急
に
団
体
交
渉

を
開
催
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。 ④

休
日
指
定
発
表
を
廃
止

す
る
職
場
は
ど
こ
な
の
か
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

こ
れ
に
対
す
る
業
務
委
員

会
は
２
月
７
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

鉄
道
愛
好
会
は
１
月
15

日
、
京
都
鉄
道
博
物
館
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
見
学

会
に
は
、
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
・

家
族

名
が
参
加
し
ま
し

19

た
。
あ
い
に
く
の
雪
で
し
た

が
、
雪
の
中
の
Ｓ
Ｌ
を
撮
影

カ
ッ
ト
の
理
由
と
さ
れ
た

「
非
違
行
為
」
を
上
げ
た
管

理
者
を
法
廷
の
場
で
追
及

し
、
そ
の
出
鱈
目
さ
を
暴
露

し
て
き
ま
し
た
。
判
決
は
３

月

日
で
す
。

29

定
期
中
央
委
員
会
に
向
け
認
識
を
意
思
統
一

全
分
会
代
表
者
会
議
を
開
催

休
日
指
定
予
定
日
公
表
の

廃
止
は
問
題
！

本
部
、
会
社
に
申
し
入
れ

新
幹
線
車
内
業
務
の
見
直
し
は

労
働
条
件
に
関
わ
る
問
題
だ
！

会
社
に
団
交
の
申
し
入
れ
！

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

成
田
本
人
訴
訟
結
審

鉄道愛好会が

京都鉄道博物館見学会

各機関定期委員会日程

第30回定期中央委員会

２月11日 名古屋れあろ

新幹線地本第22回定期委員会

２月26日 大崎第一区民集会所

静岡地本第26回定期委員会

２月28日 静岡労政会館

名古屋地本第27回定期委員会

２月24日 牧野コミュニティー

新幹線関西地本第22回定期委員会

２月19日 吹田勤労者会館

乗務員分科会が

定期委員会開催


